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富山大学 芸術文化学部紀要  第8巻  平成 26年2月

企画：芸術文化学部の研究活動、地域連携活動の記録

P.8 平成24年度　特別経費
芸術文化を起点とした実践的教育モデルの構築　つままプロジェクト
松原　博

P.12 パタナシン芸術大学との国際交流締結とその交流状況
後藤敏伸

P.14 ―点から線へ、線から面へ―
高岡クラフト市場街が担う課題
松原　博

P.18 青銅器総合研究会の設立
三船温尚

P.20 金屋町楽市 in さまのこ
芸術文化学部地域連携プロジェクト
武山良三

P.24 県デザイン経営塾7
「地域固有の資源を活用した商店街のコミュニティ・デザイン」

古池嘉和

P.28 GEIBUN オープンエアミュージアム in 環水公園
2012 年度と2013 年度の取り組み
渡邉雅志

P.32 北陸銀行ほくぎんアートギャラリー
富山大学地域連携推進機構プロジェクト
髙島圭史

P.34 地域連携プロジェクト　芸文ギャラリー
羽田　純

P.38 TREC project　総括　最終報告会
伝統技能の現代化を目指すデザイン・知財のマネジメント戦略
前田一樹
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	 紀要ギャラリー：教員作品

P.43	 安達博文・内田和美・大氏正嗣・小川太郎・沖和宏・貴志雅樹・後藤敏伸
	 小松研治・齊藤晴之・清水克朗・髙島圭史・高橋誠一・内藤裕孝・平田昌輝

	 研究・制作発表：一般論文

P.74	 自然の歴史化と環境芸術の物語性（ 3 ）　
	 デイヴィッド・ナッシュ《トネリコのドーム》に関する考察
	 伊東多佳子
	 Historization of Nature and Narrative of Environmental Art (3)
	 ― On Art and Nature through Ash Dome by David Nash ―
	 Takako ITOH 

P.90	 新湊曳山囃子の音楽
	 「演奏する」視点からみた楽器と曲の特徴
	 島添貴美子
	 The Musicological Report of the Parade Float Festival in Shin-minato, Toyama
	 SHIMAZOE Kimiko

P.100	 ICTボランティア考
	 —痕跡からのヒントに気づく—
	 小松裕子、小郷直言、小松研治
	 Thinking about ICT Volunteer
	 ― Taking Notice of Hints guided through the Traces ―
	 KOMATSU Yuko, KOGO Naokoto, KOMATSU Kenji

P.112	 ボードレール『悪の華』レスボス詩群を読む
	 清水まさ志
	 Une lecture du cycle des poèmes lesbiens de Charles Baudelaire
	 SHIMIZU Masashi 　
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	 研究・制作発表：ノート

P.134	 真土式込型技法による大型鋳造品の製作工程報告
	 —明治期大型銅像（日本武尊像、大村益次郎像、西郷隆盛像、楠正成像等）の鋳造技術研究資料として—
	 森崎拓磨、三船温尚
	 Report on the large bronze casting process by komegata or sectioned molding　
	 ― Basic data for the study of casting techniques for large-scale bronze statues made in the Meiji era ― 
	 MORISAKI Takuma, MIFUNE Haruhisa

	 研究・制作：平成24年度　活動の記録

P.143
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